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サナトクマーラによる「豊富jの教説

-α伽 dogya-l抑崎ad-Bh匂'avn和訳研究 (1)ChU.Bh刈 16-26ー

橋本一道

o.はじめに
古ウパニシャツドと初期仏教経典の聞には類似する表現が見ら才L、それらは単なる文章上

の類似としてしまえるほど単純なものではない。それら一つ一つを精査し、思想的にどのよ

うな関連性があるかを検討する必要がある。これについてSama-f協の而伽派に所属す

る Chãndogya-Upani~ad (以下αU)の第四章には、初期仏教の四苦との関連性lをうかがわせ

る「正しく見る人は死を見ない。病気を見ない。苦しみもまた見なしリという表現と、同じ

く初期仏教経典に多くの用例がある「見る、聞く、思う、認識する(以下見聞思識)Jの表現

2が見られる。

本稿は、上記二つの表現が見られ、且つこの第四章の最重要部である「豊富 (bh面laJl)Jの

教説が含まれる第四章後半部(第16節から第26節まで)と、それに対するシャンカラ (s司畑丸

7件 750頃)による註釈 (α加均M抑印刷焔仰、以下αU.Bh.)の試訳である。読解にあた

り、 [αU.l934Jに収録されるアーナンダギリ(Anand相ri，13-14世紀頃)の複註 (z抑制)を

随時参照した。併せて、近年刊行されたサーヤナ(鈍~14世紀鴎による註釈 (α&成昭砕

Upan~-Dip胸、以下 ChU.Dï.)も参照した。しかし αlU.Dï.の内容は、その大半が αlU.Bh.の要

約であり、多少サーヤナによる単語の変更や補足が見られる程度である。よって本稿では重

要箇所のみを註記し、サーヤナによる補足の文章のみを訳出するに止める3。

ChU.Vsはサナトクマーラ (s卸蜘m加)がナーラダ (N初出)にアートマンの教説を説く物

語である。物語冒頭において、ナーラダがサナトクマーラに「教えたまえ。尊師よ(VD，I，I)J

と言って、憂苦(鍬a)を克服するための教えを請う。教えを授けるにあたり、サナトクマー

ラはナーラダがこれまでに学んだことを尋ねる。ナーラダはリグ・ヴェーダを始めとする

J Brhadar明蜘・砂川'Od(以下BλU)におけるアートマンの形容表現とプッダの四苦との関連性につ

いての研究には、後藤 [1996Jがある。

2古ウパニシャツドと初期仏教の見聞思識表現について、中村 [1958，p. 2ω]に指摘があり、 Jay甜Ueke

[198凶、 Bhatt帥叩 [1980]、荒牧 [1983]、宮坂口002，pp. 42()...422Jによる研究がある。

3参照したChUl瓦のテキストは単純な誤植が非常に多く、適宜修正して読んだが、それらの註記は省く。
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様々な学問を答えるが、サナトクマーラはそれらは単なる名称(凶man)にすぎないとした。

そして、名称を含む一切を知らしめるものであるという理由から、まず言語能力(市)こそ

が名称より偉大であると説く。次に、ナーラダの「より偉大なものはあるか?Jという問い

にサナトクマーラは「ある」と答え、意 (manas)が言語能力より偉大であると説く。以後こ

のような形でαlU.vn，1-15までにおいて、名称、言語能力、意、意図(甜悼d戸)、思 (ci出)、

熟慮(品同na)、認識(吋館na)、カ (bala)、食物(制a)、水(叩)、熱何回)、虚空(紘誕a)、

記憶(釦国ヨ)、希望(踊)、生気 (p陶a)が説かれる。この際、基本的にははが生じる原因

となる Yは、Xより偉大であるJということが「より偉大である」ための条件となっている。

本稿はこれに続く ChU.vn，16-26の教説である。 ChU.vn，15，4では、生気を知る者は雄弁な

者(剖帽血)となると説かが、教説に-s.区切りがつく。以下のChU.vn，16では「真実によ

って雄弁に述べる者、そのような者が雄弁に述べる」というように、雄弁な者となる条件と

して「真実によって述べるJことが説かれる。以後「より偉大なものはあるか?J rあるJと
いう問答はなくなり、サナトクマーラが一方的に、認識する(吋寸踊)、思う(-.Jman)、信じる

(捌柚a)、成し遂げる悩.--.J:糊)、行ずる(州、幸福〔を得る)(:釦陥a)、豊富 (bb加1811)

を説く。これは真実によって語るための条件を順次示している。

凡例

・翻訳にあたって、シャンカラ註は [αlU.l964]を底本とし、サーヤナ註には [αU.Dr.Jを

用いた。

・註釈のうち、 αlU本文の引用と見られる箇所には下線を附した。

・指示代名詞などが示す意味や、訳語の元のサンスクリット語などの意味上の補足は() 

で、和訳における文章の補足は()で示した。

リグ・ヴェーダ(陪veda)、ヤジュル・ヴェーダ(yajur-v，油)、サーマ・ヴェーダ(弱m・v油)、アタル

ヴァ〔・グェータヴ(甜18JV町a)、伝説や古語(凶曲叩拘a)、ヴェーダの中のヴェーダ (vedan初 v油)、

祖霊祭 (p均a)、算術協i)、占ト術(也iw)、年fむ術ω曲i)、討論術(幅kov.訟ya)、処世術 (e随yana)、
神の知識 (devavidya)、プラフマンの知識 (brahm制dya)、精霊の知識 (bhuta吋dya)、兵法の知識

陶旬、ridya)、天体の知識 (n政相個.vid同)、蛇とその群れの知識(錨pa也v司ana吋併)の 18種。 18(な

いし 14)種の学聞を権威あるものとして設定することについて宇井 [1982，pp.428-470Jに詳しいが、

上記18種とは一致しない。

5 ChU.vn， 15，4 
何故ならば、実に生気こそそれら一切のものであるからである。そのような彼、つまりこのように見

る者、このように思う者、このように認識する者は雄弁な者となる。もし人々が彼に「あなたは雄弁で

ある治寸と言うならば、「私は雄弁であるJと言うべきである。それを否定するべきではない。
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1. ChU. ， ChU.Bh.Vs， 1ト~6 和訳

ChU珂 16，1

【サ】しかし、真実によって雄弁に述べる者(組制泊1)6、まさにそのような者が雄弁に述べ

る。

【ナ】尊師よ、この私は真実によって雄弁に述べたい。

【サ】それならば、真実こそ認識しようとされるべきである。

【ナ】尊師よ、私は真実を認識したいと思う。

αlU.Bh.VH， 1丘1

〔前節VH，15に示される生気の教えを知った〕このナーラダは、一切より卓越した生気旬匂a)

を、自身(町ョ)を、アートマンを、すなわち一切のアートマンを聞いて、「これより上位の

ものはないjと〔考えて、問うのを〕やめてしまった。以前のように、「尊師よ、生気より偉

大なものはありますかJと問わなかった。そういうわけで、そのような、〔プラフマンから

の〕変化物(地加)であり(、故に〕虚偽であるプラフマンの知によって満足してしまって

いて、目的を成就していないが、自身は究極的な真実によって雄弁であるというように思い

込んでいる〔けれども〕、〔雄弁な者となる〕素質がある生徒である彼を、特殊な間違った把

握から離れさせるために、尊者サナトクマーラは言った。

しかし、私がこれから述べるような者、まさにそのような者か雄弁に述べる。究極的なも

のという点では、生気を知る者は雄弁な者ではないが、名称などに関しては、その者は雄弁

な者である。しかし、豊富と呼ばれる、一切を超越した真理、すなわち究極的な真実を知っ

た者、その者が雄弁な者である。故に〔サナトクマーラは〕言った。「しかし、真実によって、

究極的な真実の認識を持つ者であることによって、雄弁に述べる者、まさにそのような者が

雄弁に述べるJ(というように)0rこの、あなたを頼ってやってきた、私は、尊師よ、真実に
よって雄弁に述べたい」とは、私は真実によって雄弁に述べたい、尊師は私をそのようにさ

せよ、という意味である。もし、そのように、あなたが真実によって雄弁に述べることを求

めるならば、「まず、それならば、真実こそ認識しようとされるべきであるJというように言

6 r ativ剖泊jについて
シャンカラは「名称を始めとし希望を終わりとするものを超えて…(中略)…巧みに語る気質のあ

る者(曲n均誕面加natilya...甜叫anaSi加n)Jと解釈している (αU.Bh.VD，15，4)。しかし、ここでは今

西 [1979，p.22]の指摘の通り、 BAU.田，9，19の用例に従って「言い負かすJr;雄弁な者」と解すべきで
ある。
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われたナーラダは言った。「その通りである。その場合、尊師よ、私は真実を認識したいと思

う。私はあなたから、明確に知ることを求めたいJと。

〔α1Uにおける、七草の〕十六節7

ChU.W， 17，1 

【サ】実に、人は認識する(吋釦剖)とき、そのときに真実を述べる。認識していない者は真

実を述べない。認識している者のみが真実を述べる。それならば、認識 (vijnana)こ

そ認識しようとされるべきである。

【ナ】尊師よ、私は認識を認識しようと思う。

α1U.Bh.VD， 17， 1 

実に、人は、真実を、究極的なものという点で認識するとき、「これが究極的なものとして

の真実である」というように、それから、虚偽であり、変化物に類するものである、言葉で

把握されるものを捨ててから、「全ての変化のあり方をもっ有こそが唯一の真実であるJと

〔認識するとき〕、そのとき、述べるようなこと、それ(真実)のみを述べる。

【対論者s】変化もまた、まさに真実ではないのか。「真実とは名称と色形である。これら二

つによってこの生気は覆われている(凶m均開明ml励刷maympp耐話channab)J 9 

「まさに諸々の生気〔など〕は真実であり、これ(アートマン)はこれら(生気な

ど)にとっての真実である (p均avai調明叩同加切回明m)J10と他の天啓聖典にあ

るから。

7以下、同様の文言が各章ごとにあるが、本稿では省略する。

8 [αlU.1934Jの複註では、このか齢者】をbhedめheda唱曲としている。

9 BAU. 1，6，3 

それから、諸々の行為にとっての身体 (abnan)とあるけれども、これら(行為)にとってのこれ(身

体)はウクタである。実に、一切の行為はこれ(身体)から生起するからである。これら(行為)にと

ってのこれ(身体)はサーマである。実に、これ(身体)は一切の行為と等いゆもである。これら(行

為)にとってのこれ(身体)はプラフマンである。実に、これ(身体)は一切の行為を支えるからであ

る。

従って、これ(身体)は三重でありながら、単一なるこのアートマンである。アートマンは単一であ

りながら、これ(身体=アートマン)は三重である。従って、この不死なるものは真実によって覆われ

ている。不死なるものは、まさに生気である。真実とは名称と色形である。これら二つによってこの生

気は覆われている。

10 Bλ.u.II，I，20 
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【立論者】確かに、他の天啓聖典において、変化物は真実であると述べられた。しかし、

究極的なものに関して述べられたのではなくて、感覚器官の対象たることに関し

て〔述べられたのである〕。また、「存在しているもの同)とあのもの(。ωと
が真実である〈紙切tyac国…担明m)J11と述べられた。そしてそれによって、究極

的な真実の認知が述べようとされたのである。また、「まさに諸々の生気〔など〕

は真実であり、これ(アートマン)はこれら(生気など)にとっての真実である」と

述べられた。ここでも、そのこと俊樹枕真実)がまさに認められる。ただしこ

こでは、生気を対象とする〔にも関わらず〕、究極的な真実の認識であるという慢

心を捨てさせて、ナーラダに、有に他ならない、究極的なものとしての真実を、つ

まり豊富という名のそれを私は認識させるだろう、というこのことが特別に言お

うとされた意味である。

認識していない者は真実を述べない。しかし、認識していなくて述べるような者、その者

は「火(明)Jなどの言葉によって、火などを、究樹怜有という色形(仰)を有するもの

であると考えて述べる。しかしそれら(火など)は、三つの色形ロとは別なものとして、つま

例えば、蜘献が糸を放出するように、〔また〕例えば火から小さな火花が別々の方向に飛ひ敬るよう

に、そのように、まさにこのアートマンからー切の生気が、一切の世界が、一切の神々が、一切の存在

が別々の方向に飛び出る。そのような真実の秘義は真実である。まさに諸々の生気〔など〕は真実であ

り、これ(アートマン)はこれら(生気など)にとっての真実である。

11 Tai耐 iya.均>.11，6，1

それ(アートマン)は欲する。「多量でありたい。繁殖したいJl:o彼は〔自身を〕熱し苦しめた。

彼は〔自身を〕熱し苦しめてから、何であれこの一切を産み出した。それを産み出してから、他ならぬ

その中に入った。その中に入ってから、〔アートマンは〕存在しているもの(剖)とあのもの (tyad)

とになった。明瞭なものと不明瞭なものとに、休息と非休息とに、認識と非認識とに、真実と虚偽とに

〔なった〕。すなわち、真実になったとされる。何であれ、これであるもの、それは真実であると人は

称す。

12αlU川 4，1などに説かれる、火(伊i)などにおける赤・白・黒の三つの色形(出向a)を指すのであ

ろう。 α:U.VIに収録されるウッダーラカ・アールニの教説には有 (sat)の哲学が示される。すなわち、

太初には有のみがあり、まず有から熱が生じ、熱から水が生じ、水から食物が生じる。次に、有たる神

格 (deva錨)は、これら熱・水・食物の中に生命としてのアートマン~'jva泊nan) として入り込む。そ

の後、このアートマシは「名称と色形を展開しようJと考え、その際同時に熱・水・食物をそれぞれ「三

重にしようJと考えた。ウッダーラカはこのように世界展開の始まりを解く。これにより、あらゆるも

のは熱・水・食物から成るのであるが、これらが三つの色形として示される。すなわち、火を含めあら

ゆるものにおいて見られる赤色は熱の色、白色は水の色、黒色は食物の色であるという。ここでの三つ

の色形とは、この赤:熱、白:水、黒:食物の色形を示している。中村 [1998]、今西口016]など参

照。
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り究極的なものとしては実在しない。同様に、そのような色形もまた、有に関しては実在し

ないのである。故に、認識していない者は真実を述べない。認識している者のみが真実を述

べる。そして、そのような真実の認識は、認識しようともされておらず求められでもいない

ので、知られていない、というわけで彼(サナトクマーラ)は言った。「それならば、認識こ

そ認識しようとされるべきである。J(ナーラダは答えた。)rそうであるなら、尊師よ、私は
認識を認識しようと思う。」そして、このように「真実J(αU.Vs， 16，1)を始めとし、「行ずるJ

(αu.Vs， 21，1)を終わりとする〔各項〕のうち、それぞれ後のものは、それぞれ直前のもの

の原因であると説明されるべきである。

ChU刈 18，1

【サ】実に、人は思う (manute)とき、そのとき認識する。人は思うことなしに認識しない。

人は必ず思ってから認、識する。それならば、思考 (mati)こそ認識しようとされるべ

きである。

【ナ】尊師よ、私は思考を認識しようと思う。

αlU.Bh.vn， 18， 1 
実に、人は思うとき、とは、思考は思うこと (manana)であり、思量(加畑)であり、思わ

れるべき対象に対する注意 (m醐明叩抑制ara)である。

ChU川 19，1

【サ】実に、人は信じる(鈎制adh甜)とき、そのとき思う。信じていない人は思わない。信

じている人こそ思う。それならば、信じること(鈍出国)こそ認識しようとされるべ

きである。

【ナ】尊師よ、私は信じることを認識しようと思う。

ChU.Bh川 19，1 

信仰 (as曲')'8)という観念が、信じることである。

αlU.vn， 20，1 
【サ】実に、人は成し遂げる(出向伽厄)13とき、そのとき信じる。成し遂げていない人は信

13 r凶b-.JsthaJについて
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じない。成し遂げている人こそ信じる。それならば、成し遂げること(凶柑温)こそ認

識しようとされるべきである。

【ナ】尊師よ、私は成し遂げることを認識しようと思う。

αlU.Bh. W， 20， 1 

成し遂げることとは、師匠に仕えることなどであり、プラフマンの認識のためにそれを専

らとすることである。

ChU.Vll， 21， 1 

【サ】実に、人は行ずる (karoti)とき、そのとき成し遂げる。人は行ずることなしに成し遂

げない。人は必ず行じてから成し遂げる。それならば、行作(刷)こそ認識しようと

されるべきである。

【ナ】尊師よ、私は行作を認識しようと思う。

αlU.Bh.Vll， 21， 1 

実に、人は行ずるとき、とは、行作とは、感覚器官の抑制と、心を一つのものに集中させ

ることである。それがあるとき、前述の、成し遂げることに始まり認識に終わる諸々のもの

が生じる。

αlU.VI， 9，1によると、尚.-..J:弛通は蜜蜂が蹄蜜を作る行動を表す際に用いられる語である。

ChU川 9，1

愛しい者よ。例えl王、蜜蜂が蜜を作り上げる伯凶柑凶)ようなものである。〔蜜蜂は〕あちこ

ちにある樹の〔樹〕液を集めて、一つの〔蜜〕液にするようなものである。

ChU.Bh川 9，1

おお、愛しい者よ。例えば、世間において、蜜蝉が蜜を作るというのは、蜜蜂が、蜜を作る蜂が、

蜜を作り上げる、蜜を完成させる知ゆ剖aya凶)のであり、〔蜜蜂は〕それに専心しているという

ことである。どういうことか?あちこちにある、あちこちに行ったところにある、様々な方向にあ

る樹の〔樹〕液を集めて、収集して、一つの〔液に〕、〔樹〕液を蜜として一つの状態にする。蜜た

る性質を取得させるということである。

これによると、 nio・4弛還は蜜蜂があちこちの樹を巡り、多くの樹液を集めて蜂蜜を完成させるとい
う一連の行動を表すのに用いられている。ChU.Bh.VI， 9，1によると蜜鵠は婚蜜を作り上げることに専心

してあちこちの樹を巡るとあり、これはαlU.Bh.VD.20，1でプラフマンを認識することに専心して師匠

に仕えることなどを行うと述べられていることと一致する。従って、ni1;t・..Jsthaは「一つの目的のために

あれこれの準備をして、目的を達成するjを意味する語であると理解し、「成し遂げる」と訳す。
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αlU.VII， 22， 1 

【サ】実に、人は幸福を得る(叩柏町Iabhate)とき、そのとき行ずる。人は幸福ならざるもの

を得てから行ずるのではない。人は他ならぬ幸福を得てから行ずる。それならば、幸

福(叫dla)こそ認識しようとされるべきである。

【ナ】尊師よ、私は幸福を認識しようと思う。

αlU.Bh.VII， 22， 1 

そのような行作もまた、〔実に、〕人は幸福を得るとき、最高のものであり、〔これから〕述

べようとしている幸福を、私は得たいと思うとき、そのときに生じるという意味である。例

えば、行作は現前の果報としての幸福を有するものであるというように、ここでも、人は幸

福ならざるものを得てから行ずるのではない。〔現前の果報ではなく〕未来の果報だけれど

も、得てからと言われる。それを教えられてから行動(行作の実行)が生じるから。さて、こ

のとき、行作を始めとする後の各々が存在するとき、真実が自ら輝く。つまり、その(真実

の)認識のために、〔それとは〕別の努力が為されるべきではないということになる。それ放

に〔以下の〕ことが言われる。「それならば、幸福こそ認識しようとされるべきである」云々

と。「尊師よ、私は幸福を認識しようと思う」というように、用意が整った〔ナーラタコに対

して、彼(サナトクマーラ)は〔以下のように〕言った。

αlU刈 23，1 

【サ】実に、豊富 (bhuman)であるもの、それが幸福である。僅少(柑a)において幸福は存

在しない。豊富こそ幸福である。それならば、豊富こそ認識しようとされるべきであ

る。

【ナ】尊師よ、私は豊富を認識しようと思う。

ChU.Bh.VII， 23， 1 

実に、豊富であるもの、大いなるもの (mahat)、最高のもの(凶雌lya)、多量のもの(凶u)

という同義語、それが幸福である。それ(豊富)より低次元で、より良いものがあるから僅

少である。故に、そのような僅少において幸福は存在しない。僅少は、尽きることのない欲

求の原因であるから。そして、欲求は苦しみの種である。実に、世間において、熱などの苦

しみの種が幸福であるとは見られないから。それ故に、僅少において幸福は存在しないとい

うのは妥当である。故に、豊富こそ幸福である。豊富が欲求などの苦しみの種であることは

ありえないからである。
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ChU.VH， 24， 1 

そこにおいて他のものを見ず、他のものを聞かず、他のものを認識しない、それは豊富で

ある。一方、そこにおいて他のものを見て、他のものを聞き、他のものを認識する、それは

僅少である。実に、豊富であるもの、それは司現のものである。しかれば、僅少なもの、そ

れは死すべきものである。

【ナ】尊師よ、それ(豊富)は何を拠り所としているのか。

【サ】 G豊富〕自身の偉大さを〔拠り所とする〕か、もしくは〔豊富自身の〕偉大さを〔拠り

所とし〕ない。

ChU.Bh. VH， 24， 1 

その豊富は何を特徴とするのか、というわけで言った。そこにおいて、豊富という真理に

おいて、他のものを、他の手段(感覚器官)(作具)によって、見られるべきもの(対象)を、

見られるべきものと異なった、他の見る主体は見ない。同様に、他のものを聞かない。個々

の対象は名称と色形のみに含まれるから、ここでは、それ(個々の対象)を捉えるものである

見ることと聞くことのみが言及される。そして、それ以外(嘆免味覚、触覚)は、比鳴的表

現の対象として〔言及される〕。ただし、ここでは、思うこと(思考)は言われていると見る

べきである。「他のものを思わないJというように。一般に、思考は認識に先行するからであ

る14。同様に他のものを認識しない。このような特徴を有するもの、それは豊富である。

この場合、豊富について「他のものを見ない」などによって言われているのは、一般に認

められる他を見ることの欠知なのか、あるいは、他のものを見ず、アートマン"を見るとい

うこのことなのかへ

【弟子17】そうすると、どうなるのか。

【師匠】もし、単に他を見ることなどの欠知のみと言われるならば、その時は二元的な表現

とは異なった特徴を有する(主体と客体の区別のない、一元的な)豊富が述べられたので

14 r思う(泊an)Jと「認識する〈吋寸描)Jの前後関係については、αu.VD，17-18によって確認できる。
15 Jha [1942， p. 403]では、 hes錨他国訓notlungelseと訳され、加nanを「自身Jの意味でとっている。

しかし、この訪問nについてこの後、単一であるものについての行為と行為主体と結果の区別が説かれ

る。この「単一であるJという表現はαlU.V1で有 (sat)について説かれる際の表現であるため、「自身J

とするよりは「アートマンJとする方が適切であると考える。

16いわゆる二種の否定、すなわち絶対否定と相対否定とが以下において議論されている。

17 [ChU. 1934]の複註では、以下の対話を師弟聞の問答としており、本稿はこれに従って訳出した。
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ある。一方で、他を見ることの特殊な否定(相対否定)によってアートマンを見ると

言われる時は、単一なるものについて、行為と行為主体と結果の区別が承認されたこ

とになるだろう。

【弟】もしそのようであるならば、どのような過失があるだろうか。

【師】輪廻が終わらないという、まさにこのような過失があるではないか。行為と行為主体

と結果の区別こそ、輪廻であるからである。

【弟】〔行為などの区別が輪廻だというけれども、〕まさにアートマンの単一性においては、

行為と行為主体と結果の区別は輪廻とは異なるもの〔として承認されるの〕ではない

のか。

【師】そうではない。アートマンの区別なき単一性が承認されているので、見ることなどの

行為と行為主体と結果の区別を承認することは、ただ言葉(の上ではそう表現してい

る〕のみであるからである。

【弟】他を見ることなとeの欠如を述べる主張についても、〔主体と客体がない豊富が述べら

れているのであれ瓜)rそこにおいてゆ回)Jと「他のものを見ない (nanyat戸伽ti)J
の二つの限定詞が無意味なものになってしまうのではないか。なぜならば、世間にお

いて、家が空であるときに「他のもの(人)を見ない」と言われたならば、柱など(別

の客体)と自分(主体)を見ないとは理解されない、ということが見られるからであるヘ

ここ(本文)でも同様〔の意味〕ではないのか。

【師】そうではない。「汝はそれなりJという同一性の教示故に、主体と客体の区別は起こら

ないからである。そのように「有とは単一であり、第二のものはない、真実であるJ19 

と、第六〔章〕において確定されているからである。「見られない、実体のないものに

18αlU.Bh.VD， 24， 1 :尚匂蹴hB休e抑制緬lyegrhe'n，戸nna開syality此tes凶nb出血加桶n町E回 nanapa伽剖
伊rnyate
[αU.l964Jでは伺m凶:ya耐となっているが、 [αU.l9ω]の誤りであろう。 [αlU.1934Jに従っ

て訂正する。

19 'sad ekarn e泊dvi釘戸耶田1yarn'という文自体はαlU.Bh.VIにある。 αlU.VIには同ーの文はないが、同趣旨

の文はαlU.VI，2に見られる。

αlU川 2，1
鎚deva抑 nyedarnagra asld ekam ev剖吋百戸rnl
愛しい者よ。太初において、これは有のみであった。〔それは〕唯一であり、第二のものはなか

った。

ChU.Bh川 4，4
戸山亙印刷vrtlqtetr匂i而同Qnyevas仰向1組制戸ncikaI司e'pi銅m如onyayaitya時田W田，ya回dv泳加1vat
間信吋tin加国組rvarni曲pvij筒凶psy訟姐dekarnev副吋町明1盟加rniti siddharn eva bhavati 1飽dek組曲
s副吋踊.tesar明rni也耶吋踊国pbhava回 s耐arn11 
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おいて(叫恥祖国戸)J:a r彼の色形は目に見えない (08田IJl般制凶耐masya)J21 rよ
いか、何によって認識する主体を認識できるのか(吋畑出amare kena vij師同d)J 22などと

天啓聖典にあるから、自身のアートマンについて、見ることなどは起こらない。

【弟】「そこにおいてJという限定調が無意味なものになってしまうのではないか。

【師】そうではない。無知によってなされた区別に対するものであるからである。主題である、

真実にして単一であり第二のものはないと¥，¥う観念について、数など〔の表現〕は適切

でないけれども「有とは単一であり、第二のものはないJと言われるように、そのよう

に、単一なる豊富について「そこにおいてJという限定詞がある。そして、無知の状態

においては、他を見ることという説明によって、それ(見ることなりが非存在である

ということを特徴とする豊富を述べようとしているから、他を見ないという限定詞が

しかし、例えば、三分結合がなされたところにおいてはr3つの色形があるJということのみが
真実であるというように、五分結合においても同じ論理がある。 (rsつの色形がある」ということ
のみが真実であるというように。〕ゆえに、一切は有からの変化物であるため、有が認識されるこ

とによってこの一切が認識されるだろう。「有とは単一であり、第二のものはない、真実であるj

ということが、まさに成立する。従って、この有が認識されたとき、この一切が認識されるという

ことがよく述べられたのである。

なお、三分結合については前註12も参照のこと。

20 Tai他方aUp.II，7 

実に、その良く作られたもの、それは精髄である。実に、精髄を担割号してのみ、この人は歓喜する者

となるからである。もし虚空においてこの歓喜がなければ、誰が息を吸い、誰が息を吐くだろうか。実

に、これ(精船のみが歓喜させるからである。実に、この人は、このような見られない、実体のない、

不明瞭な、休息でないものにおいて、恐れないこと、拠り所を見出す時、その時、彼は恐れないことを

得た状態になるからである。

21 Ka仇Up.VI，9 

彼(抑功~vyã伊ko (Katha均.VI，8))の色形は目に見えない。限によって彼を見る者は誰もい

ない。心臓によって、考慮によって、思考によって、彼は想定される。そのことを知る者たちが司現と

なる。

22 BAU. 11，4， 14 

何故なら、二元性のごときものがある場合、一方がもう一方をI奥ぎ、一方がもう一方を見て、一方が

もう一方を聞き、一方がもう一方に話しかけ、一方がもう一方を思い、一方がもう一方を認識する。

しかし、ある者にとって一切がアートマンのみとなった場合、何によって何を嘆ぐことができるのか?

何によって何を見ることができるのか?何によって何を聞くことができるのか?何によって何を話し

かけることができるのか?何によって何を思うことができるのか?何によって何を認識することがで

きるのか?それによってこの一切を認識するようなそのものを何によって認識できるのか?よいか、

何によって認識する主体を認識できるのか?
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ある。それ故に、輪廻に関する振る舞い(他のものを見聞思識すること)は豊富におい

てはない、というのが全体的な意味である。幻

一方、そこにおいて、無知の対象について、別の者(見る主体)が別のもの(感覚器官)に

よって、他のもの(主体とも感覚器官とも異なる見られるべきもの)を見るというのは、それは僅

少である。無知の時に生じる、という意味である。夢で見られる事物が、目覚めるよりも前

に、その時に生じる、その如くである。まさにそれ故に、それは死すべきものである。まさ

に夢での事物のように消失するものである。その反対である、豊富であるもの、それは不死

のものである。「それ(凶)Jという言葉は不死性を意味している。そのとき、「それは、この

ような特徴を有する豊富は、おお、尊師よ、何を拠り所としているのかJと言ったナーラダ

に、サナトクマーラは答えて言った。〔豊富〕自身の偉大さを、とは、〔豊富〕自身の、自分

自身(泊吻a)の、偉大さを、威厳 (m油自信nya)を、威力(吋凶凶)を、豊富は拠り所としてい

る、もしあなたが何らかの拠り所を求めているなら。もしくは、究極的なものののみを問う

ならば、〔自身の〕偉大ささえ拠り所としない、と私たちは語る。豊富はどこも拠り所としな

い、依存しない、という意味である。

n以上までの対論は、 αlU.町.において以下のごとく簡潔にまとめられている。

ChU.Di.VII， 24， 1 (テキストに適宜修正を加えたが、数が多いため註記は省略する)

nanu ya回naI明t抑制可制踊陶伊部i組曲明白血刷戸b陥.vobhumny ucy蹴凶p曲戸血必m記i-
prn尚edhen加nano也必anamu明 tel
凶の功， ad吋断加anyadhikara頃血加tavy油hedanupapa帥 Ina dv切札 nirv語句剖計百戸加国語 kriya-
陥rakapha凶hedanabh抑昭matl帥 bhyup昭 mevasarp弱1伽制])kri戸焔蜘ph出bhed錨戸iva瑚蜘・
吻臨剖 iti叫 naI v.加 V町制h加司副1加 tavy耐柄karakaphal油h油 syab陥ve'py avid:同刷駒
田rpbha咽tI ato百 vi伽 V白血ゐ1戸血血nanuv剖ena凶吋凶10bhiimno肱抑制y油悩伽ya阻ityavir叫 abl
「他のものを見ないJなどによって、一般に認められる他を見ることなどの欠如が豊富について

言われるのか。あるいは、他を見ることなどの否定によって、アートマンを見ることが言われてい

るのか。

前者ではない。不二であるアートマンにおいては主体と客体の区別は起こらないからである。

後者でもない。区別のない不二のアートマンにおいては、行為と行為主体と結巣の区別が認めら

れていないからである。

あるいは、それ(行為と行為主体と結果の区別)が認められる場合、行為と行為主体と結果の区

別こそ輪廻の本体であるから、輪廻に陥るのではないのか(つまり、輪廻がある以上行為と行為主

体と結果の区別は認められるのではないか)。

そうではない。実体として、主体と客体及び行為と行為主体と結果の区別がない場合でも、無知

によってなされた〔行為と行為主体と結果の区別カt)存在するからである。故にここでは、無知の

状態において他を見ることという説明によってそれ(他を見ることなめから離れることが豊富の

特徴として説かれる。従って矛盾ではない。
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ChU.vn， 24， 2 
【サ】この世において、牛と馬とを偉大さと称す。象や黄金、奴隷や穿4、土地、住居を〔偉

大さと称す〕九〔しかし〕私はそのように言わない。

「私は〔こう〕言う」と彼(サナトクマーラ)は述べたとされる。「何故ならば、あるものは

他のあるものを拠り所としているからであるJと。

ChU.Bh. vn， 24， 2 
豊富が自身の偉大さを拠り所とするならば、その場合はどうして拠り所を持たないと言わ

れるのか。聞きなさい。この世において、牛と馬などを偉大さと称す。諸々の牛と馬とが、

牛と馬を、複数を単数形で表示する〔並列複合語〕である。全ての場合において、牛と馬な

どが偉大きであると一般に認められている。チャイトラ(世間一般の人名)はそのことに依

存し、それを拠り所としている。私はそのように、豊富は〔豊富〕自身とは別の偉大さに依

存しているというように、チャイトラの知くには言わない。ここでの理由として、何故なら

ば、あるものは他のあるものを拠り所としているからであると、 cr私は〔こう〕言うJ云々

という文を介して〕離れて結びついている。そうではなくて、このように「私は〔こう〕言

うJと彼(サナトクマーラ)は述べたとされる。「まさにそれは云々J<αlUVIT，25，1)と。

2A BAU.N，5においてはb踊ryaが妻の意味で用いられる。一方、次註に示すBλU.VI，2，7においてもこの

αlU.VTI，24，2と類似した現世での財産が列挙され、そこではbh面持はなく、也sif:女奴隷jとなってい
る。妻を奴隷と同列に扱う必然性の有無を加味して肌凶acyar召使jと読むことも考えられるが、BλU.
N，5の用例に従いt:b凶yaf妻jと読む。

n牛馬、黄金などが多量 (b油:u)のものなどと対比される例はBAU.VI，2，7にも示される。ここではガウ

タマがプラヴァーハナ・ジャイヴァPに五火二道の教えを請いに向かった場面で、自分は物質的な財産

はすでに持っているから、教えを与えることに惜しむことはないようにと述べる

BAU刈乙7

彼(ガウタマ)は〔プラヴァーハナ・ジャイヴァリに〕言った。

【ガ】私が象、黄金、牛、馬、女奴線、毛布、衣類の分け前を与えられていることは認識されてい

る。あなたは、私たちに多量なもの、無限なもの、限りないものを〔与えることを〕惜しま

ないように。

【プ】実に、ガウタマよ。正しい方法であなたはそれを求めるように。

なお、類似文脈がSultan.μω(以下Sn)， N，I，陥m踏蜘にも見られる。

Sn.N， 1，4-5 (769-770) 

土地であれ、住処であれ、黄金であれ、牛と馬であれ、奴隷と召使いであれ、多くの女性であれ、

多〈の親旗であれ、ある人が多数の欲望の対象を食求するならは二

力なき者たちがその人を虐げ、諸々の危機がその人を押し摘す。

そうすると、その人に苦しみが次々と入っていく。壊れた船に水流が〔入っていく〕ように。
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ChU.Vs， 25， 1 

まさにそれ(豊富)は下にある。それは上にある。それは西にある。それは東にある。そ

れは南にある。それは北にある。まさにそれはこの一切である。さて、この故に、まさに「私」

という言葉による置き換え(泊町幅制儲)吋Zある。まさに私は下にいる。私は上にいる。私

は西にいる。私は東にいる。私は南にいる。私は北にいる。まさに私はこの一切である。

ChU.Bh.Vs， 25， 1 

それでは、どうしてどこも拠り所としないと言われるのか。まさにそれは、豊富は、下に

あるので、〔下には〕それ(豊富)と別の、〔豊富が〕そこを拠り所とするであろう他のもの

は知られない。同様に、上に、などは Cf下に」と〕同じである。豊富とは別のものが実在す

るとき、豊富は〔何か他のものを〕拠り所とするであろう。しかし、それ(豊富とは別のもの)

は存在しない。そうではなくて、それ(豊富)は、ー切である。この故に(翻♂)、それ故に、

それはどこも拠り所としない。「そこにおいて、他のものを見なしリという主体と客体たるこ

とによる説示却によって、また、「それは下にあるJという知覚できないものによる説示nに

よって、見る主体である生命とは別の豊富があるだろう、という疑念が誰にもあってはいけ

ないので、さて、この故に、直後に、「私」という言葉による置き換えがある。「私」という

言葉によって置き換えられる、というのが「私Jという言葉による置き換えである。見る主

体が〔豊富と〕別でないことを示すために、「私」という言葉によって、私は下にいる、など

によって、豊富こそが示される。

26 r，油開水盈活deSaJについて
αlU.Bh.Vs， 25， 2で「身体などの集合Jと誤解される可能性を示していることから、シャンカラは

油明水加を自我意識ではなく「私Jという言葉であると理解していると考えられる。

また、「剖~eSaJ の語について、井狩 [1969J によると， a-..Jd話:剖:eSaはupa-..Jas:up~ と同様に「至

高存在と既知の現象存在との等置を指示する定型句jであり、仮に両者の区別をなすならばt明・..Jasは

等置の精神作用であり、 a-..JdiSはその等置結果の定言的表現であるとする。加えて同氏は新層の

B甜unana 文献において剖~eSaが「一方の項がかならず至高存在であるのと異なって、両者ともにいわ

ば相対的事物を指示する(同[P.688J)J用例があることも指摘する。ChU.Vs，25， 1-2の副均もこれ

と同様に、「豊富jと「私Jそして「アートマンJの等置を意味するものとして理解する。

nαlU.Bh.Vs， 25， 1ではαlU.Vs，25，1の叫曲oから、創部のみを先行して註釈している。 αlU.Bh.Vs， 25， 2 

でも a細胞のa随のみが先に註釈され、両者は同様に単品同mabhutitiと解釈されている。本文のみで

は「次に」などと訳すのが自然に思われるが、シャンカラは続く教説の理由句を示すものとして「この

故にJの意味で解釈している。

28 ChU川 24，1

29αlU.Vs，25，1 
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ChU.~25， 2 

さて、この故に、まさに「アートマンjによる置き換えがある。まさにアートマンは下に

ある。アートマンは上にある。アートマンは西にある。アートマンは東にある。アートマン

は南にある。アートマンは北にある。まさにアートマンはこの一切である。実に、このよう

に見て、このように思い、このように認識しているそのような彼は、アートマンを楽しみ、

アートマンと戯れ、アートマンと番い、アートマンによって歓喜する。彼は自ら統治する者

となる。彼には一切の世界において自由な行動がある。しかし、これとは異なって知る者た

ちは、彼らは他の王を有する者たちとなり、消滅する世界を有する者たちとなる。一切の世

界において、彼らには自由な行動がない。

ChU.Bh. ~ 25， 2 

「私Jという言葉によって、身体などの集合も無知な人たちによって置き換えられるとい

うことから、この故に、そのような疑念があってはいけないので、さて、直後に、「アートマ

ンJによる置き換えがある。単一で、有を自体とし、清浄な、まさにそういうアートマンに

よって置き換えられる。まさにアートマンは、あらゆる方向にある、一切である。このよう

に、単一で、不生で、至るところで虚空の知くに満たされた、他を欠いているものを、見て

いるそのような彼は、知識を持つ者は、思うことと認識することによって、アートマンを楽

しみ、アートマンのみに対する楽しみ、つまり快楽を有するような者、彼がこのアートマン

を楽しむ者である。

同様に、アートマンと戯れる。楽しみとは身体のみを達成手段とするものであり、戯れと

は外界を達成手段とするものである。世間においては女性たちゃ仲間たちとともに戯れると

いうことが見られるからである。賢者にとってはそうではなくて、両者(楽しみと戯れ)は必

ずアートマンの認識を原因とする、という意味である。番いとは、男女関係から生じる幸福

である。それもまた賢者にとっては男女関係とは無関係なものである。

同様にアートマンによって歓喜する。賢者ならざる者にとって、歓喜は言葉などを原因と

するものである。この賢者にとってはそうでなくて、一切はいつでも必ずアートマンを原因

とするものである。そしてあらゆる点で、身体や生活や享受などの原因である外界の実在と

は無関係である、という意味である。

彼は、このような特徴を有する者は、知識を持つ者は、生きながらにして、自身の王位に

謹頂を受けた者は、身体が死没しても却、必ず自ら統治する者となる。そのようであるから、

30αlU.Bh珂お，2羽 tite'pi deheについて
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まさにそういうわけで、彼には、一切の世界において自由な行動がある。生気をはじめとす

る〔これ〕以前の諸段階においては31、rc.......の及ぶ限り、〕そこにおいて、彼には〔自由な行

動がある)Jというように、その範囲のみに限定された自由な行動があると言われる。また、

意味上〔その範囲以外の〕他に支配されるということに〔も〕なる。獲得された自身の王位

に応じた自由な行動に従って、車越性を有するからである。従って、ここ(本文)ではその

(限られた自由な行動の)否定が「彼は自ら統治する云々」によって述べられる。

しかし、これに反して、これとは異って、述べられた見解と異なって、つまり相反して〔知

る〕者たち、あるいは述べられた通りに正確に知るのでない者たちは、彼らは他に従属する

者たちである。他の、別の、玉、支配者を有する者たち、彼らは他の王を有する者たちとな

る。さらにまた、彼らは消滅する世界を有する者たちとなる、消滅する世界を有するような

者たち、彼らが消滅する世界を有する者たちである。区別を見る者は僅少の対象を有するか

らである。そしてそのような僅少は死すべきものであると我々は言った九それ故に、二元

論の見解を有するような者たち、彼らはまさに自身の見解に従ってしまうから、消滅する世

界を有する者たちとなる。まさにこの故に、彼らには一切の世界において自由な行動がない。

ChU.VII， 26， I 

実に、このように見て、このように思い、このように認識する、そのようなその者にとっ

て、〔自身の〕アートマンから生気が〔生じる〕、アートマンから希望(締)が、アートマン

から記憶 (smara)が、アートマンから虚空(政論)が、アートマンから熱(吋部)が、アート

ChU.Bh.VI， 14，2において、解脱前の悟りと業の残余力に関して関連文脈がある。ここでは死後別の

身体が得られることが否定されており、このことは、生きながらにして知識の果報を得るとする

αlU.Bh.VII， 25， 2と内容的に一致する。ここで釦nrepa帥「身体が死没したときJという用例があるた

め、ここでも「身体が死没してもJと訳す。

ChU.Bh汎 14，2

.. (前略)有の認識の直後に、業の残余力によって身体の死没と有との合致とがあるのではないよ

うに、そのように、〔有の〕認識より前に、他の生に置いて積み重ねられた、未だ起こっていない

果報を有する諸々の業があるというように、その果報を享受するために、この別の身体が得られる

べきではないのか。

…(中略)言われたような、未だ起こっていない果報を有する諸々の業には、磁闘たる果報を持つ

という性質があるから、プラフマンを知る者にとって、身体ヵ%没したとき(釦晶'Cpati除)、未だ起

こっていない業の果報を事受するという目的を持って別の身体が得られるというが、それは正し

くない。…(後略)

31 [αlU.1934]では泊四油h面尚uとあるが、[ChU.1964]p面vabh加叩1に従って訳す。

32 ChU.vn， 24， 1 
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マンから水(叩)が、アートマンから〔これら一切のお〕顕現と消滅 (ä曲bä~帥雌va) が、

アートマンから食物 (anna)が、アートマンから力(凶a)が、アートマンから認識(吋j脆 m)

が、アートマンから熟慮(品向a)が、アートマンから思(ci伽)が、アートマンから意図(明郎加)

が、アートマンから意 (m副都)が、アートマンから言語能力 (vac)が、アートマンから名称

(福man)が、アートマンから諸聖句 (man回)が、アートマンから諸々の祭式行為 (kannan)34 

が、他ならぬアートマンからこの一切が〔生じる〕。

ChU.Bh. Vs， 26， 1 

実に、そのようなその者にとって云々とは、自身の王位を獲得し、〔今、〕主題となってい

る賢者にとって、という意味である。有たるアートマンを認識するより前では、自身のアー

トマンとは別の有から、生気に始まり名称に終わるものの生起と消滅が存在した。しかし、

有たるアートマンを認識しているこの時には、〔生起と消滅は〕自身のアートマンからのみ

起こったものである。そのように、他の一切の言説もまた、アートマンからのみ〔生じて滅

すると知る〕賢者にとって、である。

αlU.VIJ， 26， 2 
それについて、この詩句がある。

正しく見る人は死を見ない。病気を見なしE。苦しみもまた見ない。

正しく見る人は、全てを見て、あらゆる点において全てを獲得する。

彼は単一になり、三重、五重になる。そして七重、九重となり、さらにまた、彼は十一

〔重〕と考えられる。百寸ー〔重〕と、さらに二万(重〕と〔考えられる〕。

食物 (aham)35が清浄であるとき、本性(釧羽)36が清浄である。本性が清浄であるとき、

33 ChU.Bh. VD， 26， 1、ChU.既VD，26，1，こ従って補足。

"αlU.Vllでは fman回Jの語とともに見られる fkannanJの用例が多く (3，1、4，1、4，2、5，1、14，1、26，

1)、この場合加m血は「祭式行為」と訳すのが適当と考えられる。

3s今西 [1979，p.l6，p30]は、「食物Jについて、人聞が外界に存在するものを内部に取り入れるという意

味での rr食物Jそのものをより多く意味しているであろうJとしている。
ChU.Bh. VD， 26， 2において、食物(誼歯a)とは、対象の認識としての享受であるとされている。また、

ChU.VD，9を見る限り、 αlU.Vllにおいては純粋な「食べ物Jを意味する語としてannaが用いられている

ようである。これとの対比により、品加を一般的な「食ベ物jより広義な「享受物」の意味を含むも

のと理解する。

36 r捌 vaJについて
中村 [1997，p.320]は回町aの解釈について、 Snの用例に基づいて以下のように示す。
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憶念 (smrti)は確固たるものである。憶念を獲得するとき、全ての束縛の解消がある。汚濁

が取り除かれたその者のために、尊師サナトクマーラは暗黒の彼岸を示す。人々は彼をスカ

ンダと称する。人々は彼をスカンダと称する。

αlu'Bh.Vs， 26. 2 

さらにまた、それについて、この意味に関して、この詩句がある、聖句も存在する。正し

く見る人は見ないとは、正しく見る人は、前述の見解を持つ知者は、という意味である。死

(JnJtYU)を、死ぬこと (mara加)を、病気(明)を、熱 ~vara) などを、苦しみ (d幽姻)

を、苦しい状態 (d哨抽出回va)をもまた見なし、。まさに全てを、まさに全てのものを、彼は、

正しく見る人は見る、他ならぬアートマンである一切を。それ故に、あらゆる点において全

てを獲得する、あらゆる面で。

さらにまた、彼は、知者は、創造において分かれる前には、まさに単一になる。そして単

ーでありながらも三重などの諸々の区別によって、創造の時には無限の区別の種類をもっ。

また帰滅の時に、根本たる自身を、つまり究極的なものである単一なる状態をまさに自立者

ら:va刷回)として37獲得する、というように、知を結果として明らかにしつつ(この詩句に

よって〕称賛する。

仏典の最古層においては回目a(Skrt: sattva)とは〈人聞の本質〉あるいは心心身〉の意味に用いら

れている。『見よ、心身の滑らかなことを!J (p，蹴制加羽田仙翻耶!Sn.，435)(註には回伽を甜m

と脅き換えている。)これは『ウパニシャツド』の思想、を受けているのである。『食物が清浄なると

きに、本性(身心)の消浄(制約抑制泊)がある。本性の清浄なるときに、記憶(念いssl11I)が堅

固である。(堅園な)記憶を得たときに、一切の束縛から解放されるJ(ChゐUJ.Up. Vn. 26， 2.)そう
してここ(si民 434)でも、苦行(食物を制することを含む)の結果として「念いが確立する」

(阻止...・H ・.ti柑凶)と説く。

また、この路町ヨを「本性jと理解することについて、今西 [1979，pp.3Q-32]参照。

村上・及)11[2ω. pp. 68-71]は、中村元氏、今西順吉氏などの研究を元に、 Sn及びParama1thザ'otika
435の回陶(=湖町a)を「心性の浄らかさjと訳している。なお、 Paramatthajot揃自体はこの田伽を

甜ar自身」と言い換えているのみで、詳しい註釈は施していない。
ChU.Bh刈 26，2は食物=認識(享受物)を有する内的器官 (an坤kara明)が酬明であるとしてい

る。先行訳に従い「本性Jと訳すが、享受物の享受を担う内的器官としてのニュアンスを含むものであ

る。特に認識を有する内的器官を示すならば田伽aはman出と近似したものだろうか。

37 ChU.Bh.VIT. 26， 2 : paramお曲k制改組曲:bavarppra討伊dy蹴 S四回国eveti
ChU.Di. : s:v'細胞aeva田nprati伊dyata

サーヤナはs:va加1加をm.sg.nom.として理解している。

シャンカラはChU.Bh.VnI，1，6において、同m釦加をs:vatan回を用いて説明している。

ChU.Bh.VnI， 1，6 
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さて、今、前述の知識の正しい顕示をなすものが、つまり顔の顕示をなす鏡のようなも

のの浄化の方法が、すなわち〔前述の知識の〕達成手段が説示される。すなわち、食物が

清浄であるとき、である。 a-術されるから油耐である。言葉などを対象とする認識が、

享受者の享受のために享受される。そのような、対象を知覚する特徴を有する認識の清浄

さが食物の清浄きである。食欲(語伊)・脱毛(伽明)・愚痴 (moha)の過失から離れた対象

の認識という意味である。

そのように、食物が清浄であるとき、それを所有する内的器官たる本性が清浄、すなわち

汚れのない状態となる。そして、本性が清浄であるとき、理解された通りの豊富というアー

トマンについての、確固たる、途切れない、憶念が、忘失なきことが生じる。そして、それ

を獲得するとき、憶念を獲得しているとき、全ての、無知によって作り出された無益な伽と

いう特徴をもっ、つまり複数の前世の生における経験による積み重ねによって堅固にされた、

心を拠り所とする、束縛の解消がある。特別な解放、すなわち〔束縛の〕消失がある。前述

そこで、その場合、この世において、この世界において、知と〔祭式〕行為に対して、能力があり

その資格がある者は、そうでありながら、アートマシを、述べられたような特徴を有する、聖典と

師匠とによって説示されたものを知らずに、説示の通りに、自ら正しく知られるべきものと為さず

に、去る、この身体から離れる。また、これらの述べられたような真実の、また、真実の意図によ

って為されるべきである、自身のアートマンにある欲望を知らずに去る者たち、彼らには一切の世

界において自由な行動がない(必命阻恥)、彼らは非自立者となる也盛型…部四回蜘厄)。例え氏

王の命令に従う臣民たちには〔自由な行動がない〕ように、という意味である。

凶n民加はChU珂にも頻出する。一例を示すと以下の通りである。

αlU.Vs.I，5 
名称がプラフマンであると念想するその者は、名称が及ふ唱民り、そこにおいてその者には自由な

行動匂叫曲面18Cara)があるだろう。名称ぷプラフマンであると念想するその者は。

。lU.Bh.Vs. 1，5 
名称がプラフマンであると念想するその者は、その人にある果報を聞くベし、名称が及ぶ限り、

名称の範囲に、そこにおいて、その名称の範囲において、その者には自由な行動があるだろう、自

国において主に自由な行動があるように。

あるものを念想したとき、一切の世界のうちそのものが及ぶ範囲までを支配することができる。こ

れはつまり、ミクロコスモスとマクロコスモスの同置によって、マクロコスモス中に自身の支配圏を

得るということであろう。凶n釦盈ョとはその範囲における自由な行動を表す語である。この同置には

段階があり、同置が不完全である場合には、同慣が及んでいない範囲では自由な行動をとることがで

きないということである。

αlU.Vs. 26， 2やαlU.vm，1，6では、同置そのものは説かれないがアートマンの知が説かれる。これは
ミクロコスモスとマクロコスモスの関係を前提として、アートマンを正しく知ることによって一切の

世界における自由な行動が得られることを説くものであろう。従って m回国は、正しい知によって

マクロコスモス中に完全なる自由な行動を得た者という意味であると解釈する。
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した、その〔食物が清浄であるとき本性が清浄である云々という〕段階は、食物の清浄を根

本とするものであるから、それ故に、それ(食物の清浄)は為されるべきである、という意味

である。

聖典の意味の全てを残りなく述べて、天啓聖典は短篇物語を総括する。すなわち、汚濁が

取り除かれたその者のために、木から産出された〔染料の〕ような汚濁は、貧欲、眠寒など

の過失であり、本性は汚染が本質とならないから38、それ(汚染)は知と離欲と修習を本質と

する灰汁(洗剤)によって洗われた、取り除かれた、つまり消失したのがナーラダであり、

汚濁が取り除かれたその者のために、それに値する者のために、暗黒の、無知という特徴を

有するものから〔離れた〕、彼岸を、究極的な真理を、示す、示した、という意味である。こ

れは誰であるか。尊師〔が〕である。「生起と消滅とを、衆生の戻り来ることと行くことを、

知と無知を知る彼は尊師と言われるべきである。J19 

このような特質を有するのがサナトクマーラである。彼こそを、神聖なるサナトクマーラ

を、人々はスカンダと称する。識者たちは〔そのように〕語り継ぐ。繰り返される文言は、

章を完結させるためである。

ChUにおける、七章の二六節

ChUプラーフマナにおける七章が終わった。

次は八章である。オーム。

2.ChU.DLVllの結語について

サーヤナ註には、 26，2以降にも註釈文が続く。恐らく Brahmasiitraのシャンカラ註

(Brahmasu仰や焔抑，以-FBS.Bh.)の豊富に関する章の要約と思われるぺ

調 αlU.Bh川 26，2:剖tvasyarn噌印刷問.tvat

αlU.Di.vn， 26， 2: an叫karn明rnftjanan山首p仙剖「内的器官〔に付着した〕汚染に等い功、らj
サーヤナは制御a を anta馳m切a で言い換えている。なお、サーヤナ註においてこれは汚濁(~戸)を

説明しており、汚濁が取り除かれることを補足するシャンカラ註とは意図が異なる。

39 ChU.Bh.vn， 26， 2 : ''uや制ll1prala戸m伺ivabhu曲曲na伊till1伊自nI vetti vi~向naviのおp問調vãcyobha伊煽n

iti"=均加4・.pu崎Ul，6，S，78
ぬ BS.Bh.1 ， 3， 8では豊富 (bh加18Jl)が生気 (p信明)なのか、あるいは最高のアートマン(伊m福卸18Jl)

なのかということが議論される。シャンカラは豊富は巌高のアートマンであるとし、対論者は生気であ

るとしている。サーヤナはシャンカラと同じく最高のアートマンであるとし、さらに=・酌araという思

想を追加している。
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a回 bhumavaぬmobr油matvarppra由m制hyayasyatI宵却制edvi白羽a世値切ecinti加n・

bh面napr匂a1.tpru話ova;pra釦apratyl耐ivrujanatl

釦uvarty剖vaditvarp.bhumokter va:戸rreva錨l.tll

viαhidyaiva tv iti p両町間切符op出溜鵡凶al

m油，opakramaatrnok加芭o'yarp. dvaitav盈明富tIrl 

chandogye回p旬ma晶子aye凶m血JTlprati sanatkumaro n面nadinyu制。伽rabhu戸JTlsib油耐値段V伽y

up必is向指nira柏戸JTlbh白桶nrun¥中adisatiI‘ya回 n高n戸tp凶戸，tin柏戸，cchrooti nanyad吋uan刻銘

bhuma' [cha upa 7・24-1]iti I 

価回bh面n話abdavacyed吋dha鈍早digdhe田tip向aiti樋vatp語抑l.t.

M帥?

D悶釦加問vuktiv剖ana!p面V時U 凶madi別組役V笥U ‘笛tibhagavo bh~戸l.t' iti n盈叫a1.tpade pade 

PfCChatI1i回附kun曲話回通ti'耐 prativaω1叩面vaka阻lyan盈na晶lIp福亭面白首 b油伽i佃町any

up耐切戸匂asyopari吋naivaPI話napratyu蜘ibh戸JTlbh白nanrunava白羽yatiI a助 p両abh面m町

madhye吋∞hed法部.yabhavatm:迦!!eva辿主盛|

kin伺 PI匂ata賞vrunupadisya p向opas紘邸.yativ;剖itvan加1紘amuぬ時制油hidhayaprakaraQa-

vi∞hed泊町陥ni可蜘戸 nadevativaditvrun anuvar切 bh面nanrunupadi蜘 p向abh耐nnor油hedarp

伊mayatiI 

協同tp向obh面netiprapte b品maI.t-aY3JTl bh面naparameSvru功，

ku包l.t?

時a佃 vaativa也tiyal.t回tyenativadati'[cha upa 7・16-1]ity甜司副v剖itv油自明lpI君。opasan町1加・

白凶enavyavartya m時hyativ，剖itv，油ωQbrahmaI)a1.t田町極めd側 p同tagI.甲山加1at 1盟国

paramopakrame 'tarati Sokam加m吋t'[cha叩a7・1-3]iti vedy糊lyaparam加n∞:yateI旬血a'ya岡
崎 1戸t開令制'[chaupa 7・24-リ耐 dvai凶i~enabhfimno肱抑制油hidl骨ateI阻皿100advai凶

P翻 m加 laivabhuma 11 

湖面廿1町 apra焔Sena凶noh盈由JTlnivarayan I 

pumarth副首 caturod~戸d 吋dyã耐lrun油eSvaI功 If

iti Snmad詞j副1尚aparameavaravaidikam盈-gapravaI租kaSo'曲油uk1但bhup剖as如詞uyadJ川町-

dhru明asayaI).acary句a吋raci飽madhavlyes加laved盈曲apra陥seupru向advy政hy盈問団p旬mo

41 GαU.Di.]註に bra.su. nya. pr-229とある。 BS.Bh.1 ， 3， 8-9には当該偏はない。アーナンダギリ著
均吻印刷旬砲のことを指すと思われる。[BS.Bh]p.211に同ーの偶が見られる。

42同じ備がgg-vedaのサーヤナ註における各章末尾にも見られる。 M郎副ler[1849，p.20Sなど]参照。

なお、この偶に続く itisnmad...という末尾の文でも、書名章数以外は同じ文が用いられている。
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'dhya戸}J.samap叫 11

これについて、 (BS.Bh.の〕第一篇、第三章、第二節(=BS.Bh. 1，3，8-9)のにおいて、豊富

たる実在がプラフマンであることが考察された。

豊富とは生気である。あるいは鼠高の自在神であるヘ〔対論者にとっては、〕問答を欠い

ているから、〔また、生気を念想する者が〕雄弁な者であることに従って豊富を述べるか

ら、それはまさに風俗である。

〔一方、立論者にとっては)rしかし (ω」と言って生気を分離して、真実について開始
するから、同様に偉大なるものについて開始するとき、アートマンを述べるから、これ

は〔最高の〕自在神である。二元論を斥けるから。

αlandogya (Upani~) 第七章において、サナトクマーラはナーラダに対し、順次に偉大に

なっていく名称などの多くの真理を説明してから、最後に最高なる豊富を説明する。「そこ

において、他のものを見ない、他のものを聞かない、他のものを認識しない、それは豊富で

ある (αU珂 24，1)Jと。

これについて、豊富という言葉によって言われるものが、二通りであると疑われていると

き、まずほす論者の見解として、豊富は〕生気であるということになる。

何故か?

問答を欠いているからである。知遣された名称などの各真理について「尊師よ、より偉大

なものはありますか」というように、ナーラダは語ごとに問う。そしてサナトクマーラは「あ

る」という答えを先として、名称に始まり生気に終わる多くの真理を示してから、生気を越

えて、全く問答なしに豊富に至らしめる。故に、生気と豊富の聞に〔文脈を〕分離させるも

のがないので、〔対論者は、〕生気は、まさに豊富である〔とする〕。

さらにまた、〔対論者は〕生気という真理を示して、生気を念想する者には雄弁な者たるこ

とという優越性があることを説明してから、文脈が分離していることに関する疑念を失くす

43 Brahmasiitraではadhyaya:r篇J、同血:r章J、副hikanU，ta: r節Jとされる。ここで述べられるような豊
富に関する議命はBrahn悶 utraでは 1，3のsu回8，9に当たり、これを第2節とする分類はBS.Bh.と一
致する。「プラフマ・スートラ全飽は四編 (adhyaya)より成り、各編がそれぞれ四章(同血)に分れて

ゐる。このことはどの註解書においても同一であるが、しかし各章の中の節(組曲叩'3J)a)の切りかた

は、註揮者ごとに非常に異なってゐる。J(中村元 [1981②l，p.I11J)

“散文部分でbhumanを生気とするか、開nun加nan=開尚aとするかの問答がなされることによる。

45 va卯の意味は不明であるが、 p尚早aと同義と解釈しておく。 BS.Bh.1，3にはva'刊の語は出てこない。

ウパニシャツドにおけるマクロコスモス:ミクロコスモスの対比ではp尚早a:va刊であるため、それに

基づくか。ただし、 ChU.vnではva刊はp同首切などとともに単なる自然現象として用いられている。
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ために“、神〔を尊崇する者〕は雄弁な者たることに従わず47、豊富を示しつつ、生気と豊

富に区別がないことを理解させる。

それ故に、豊富とは生気であるということになってしまうので、〔立論者である〕私たちは

言う。この豊富は最高の自在神である。

何故か?

「しかし、真実によって雄弁に述べる者、そのような者が雄弁に述べるJ(ChU珂，16，1)と。

ここで、雄弁な者たる条件は生気を念想することであることを、「しかし (ω)Jという語に

よって退けて、雄弁な者たることの第一義的な条件であるプラフマンを、「真実(哨a)Jと

いう語を用いて〔前の節(生気の節)とは〕別に開始する縄からである。同様に、最高なるも

のについての開始において (αu.刊の目頭において、事の発端として)49、「アートマンを知る者

は憂苦を克服するJ(αlU.Vll， 1 ，3)と、知られるべきこととして、最高のアートマンが述べら

“白U.Vll，1-16において「より偉大なものはあるかJrあるJという問答に従って名称から生気までを説
いてきたが、 17-22まではその問答をせずに 23において豊富が説かれる。ここでの、豊富が生気であ

るか最高のアートマンであるかという疑惑は、この文脈の分離、すなわち「生気より偉大なものはある

かJrあるJというような問答がないことに由来する。
47 BS.Bh. 1 ，3，8において、対論者が豊富=生気を説明する文脈において、夢を見る主体としてdevaを用

いている。これは町油mゆ.IV，6の引用であり、ここではdevaは感覚器官の意味で用いられる。シャ

ンカラは‘mana制 lyodeval.t・と註釈する。

ChU.Vsにおいて豊富=見聞思識しないことであり、見聞忠誠しない状態は深い眠りの状態である。

深い眠りの状態においては、感覚器官は生気に吸収され生気のみが活動している。よって深い眠り=

生気であり、ここから生気=深い眠り=見聞思識しない=豊富が噂かれる。町泊taUp.IV，6では、 deva

治事を見ないほどの深い眠りにおいて身体に幸福知凶a)が生じると説かれる。そしてαlU.Vll，23，1で

は幸福(釦抽a)=豊富である。以上から、感覚器官としてのdevaが活動しない状態=幸福=豊富とい

うことは導ける。しかしここではdevaをati唱曲1と結びつけることはしていない。

→BS.Bh. 1 ， 3， 8-9は豊富を生気とするか、最高のアートマンとするかの議論である。よって、 deva

を伊ram訪問nであり問問neSvaiaと理解する。

48 BS.Bh. 1 ， 3， 8によれば、時aωvaativad紺戸b叫叩舗v油 tirしかし、真実によって雄弁に述べる者、
そのような者が雄弁に述べる。J(ChU刈 16，1)における仰は直前の首長題 (p陶a)を除去することを目

的とする。すなわち、対論者か1直前に生気の教説があることから「真実によって雄弁に述ベる」の「真

実Jとは生気の知であるとするのに対し、註釈者は加によって直前の話題=生気は除去され、「真実J

とはあくまで「最高のアートマン」であるという立場をとる。

49 r upakramaJについて
BS.Bh. 1 ， 3， 8 
'tmp ma bha伊lvaftsokasya凶rrup蜘抑制I~品 7. 1.3) 悩唱曲盟四郎哨醐・'tasn凶 mrdi飽~yã;戸
加nas均同rrup白血戸舗bha伊泊1翻副kum盈功・(cha.7.262)iti 
「尊師はそのような私を憂苦の彼方に渡らせたまえJと〔いう文句〕から始めて、「汚濁が取り除

かれたその者のために、尊師サナトクマーラは暗黒の彼岸を示すJとまとめる。
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れる。同様に「そこにおいて、他のものを見ないJ(αU.VD，24.1)と、二元論を否定するもの

として豊富の特徴が述べられる。それ故に、不二なる最高のアートマンこそが豊富である。

ウ。ェーダの意味を明らかにすることによって、暗黒である意図を取り除く、

聖なるj本浴場に例えられる知を有する大自在神(シヴァ神)は、人の四つの目的を与えて

くださいますように。

吉祥な、王の中の王であり、最高の自在者であり、ヴェーダの道を勧めるものであり、め

でたき、勇者なるプッカ王の王権を支えたサーヤナ先生によって著作される、マーダウ'ァの、

サーマ・ヴェーダの意味の解説書たるウパニシャツドの註釈における第七章が完了した。
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[1981②] rプラフマ・スートラの哲学』岩波書庖

[1989] rシャンカラの思想』岩波書庖

[1998] rウパニシャツドの思想』春秋社

[1997] r原始仏教の思想u春秋社

前回専皐

b∞1] rヴェーダーンタの哲学』平楽寺番庖
宮坂宥勝

ロ∞12]rプッダの教えースッタニパータ』法蔵館
村上真完、及川真介

[2009] r仏のことぱ註(四) -/{ラマッタジョーティカ一一』春秋社

湯田豊

[2oooJ rウパニシャツドー翻訳および解説一』大東出版社
ロ∞6]rプラフマ・スートラーシャンカラの註釈(上)ー』大東出版社
口∞'7]rプラフマ・スートラーシャンカラの註釈(下)ー』大東出版社
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サナトクマーラによる「豊富」の教説(橋本)

〈キーワード〉 ウパニシャツド、 C焔ndogya-(抑制、シャシカラ(随祖母、サーヤナ(鑓戸田)、

サナトクマーラ(加凶加m加)、 bh'面18s

(博士後期『謀程)
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